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明日に向かって アイ・アム・ア・ファーマー

食
べ
物
を
ゼ
ロ
か
ら
作
る
、

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

　

旭
川
市
出
身
の
阿
部
さ
ん
は
、
東
京
の

大
学
を
卒
業
後
不
動
産
関
係
の
企
業
に
就

職
、
そ
の
後
北
海
道
に
戻
り
携
帯
電
話
会

社
に
勤
め
、
そ
の
頃
知
り
合
っ
た
彩
子
さ

ん
と
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。

　

和
寒
町
出
身
の
彩
子
さ
ん
の
実
家
は
農

業
を
営
ん
で
い
ま
す
が
後
継
者
が
い
な
い

と
い
う
状
況
で
し
た
の
で
、
も
と
も
と
農

業
に
漠
然
と
し
た
憧
れ
を
感
じ
て
い
た
阿

部
さ
ん
は
、
将
来
の
自
分
達
の
生
き
方
と

　

今
回
は
、
平
成
28
年
に
和
寒
町
北
原

に
て
就
農
し
た
阿
部
優
太
さ
ん
に
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

阿
部
さ
ん
は
義
父
で
あ
る
深
海
忠
明

さ
ん
と
共
に
米
、
カ
ボ
チ
ャ
、
大
豆
、

麦
等
を
約
26‌

ha
に
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
無
縁
だ
っ
た
農
業
の
世
界

に
入
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
や
、
仕
事
へ

の
思
い
な
ど
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

新
た
な
も
の
に
挑
む
こ
と
は
、

不
安
よ
り
も
期
待
の
方
が

大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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今月の表紙今月の表紙

　今月の表紙は、ＪＡ北ひびき女
性部朝日支部の定期総会後に行わ
れたレクリエーションでの押絵作
成作業を撮影させていただきまし
た。

し
て
あ
り
得
る
選
択
で
は
な
い
か
と
就
農

を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

「
経
験
の
な
い
仕
事
と
い
う
こ
と
で
、

当
初
は
周
り
か
ら
も
無
理
だ
ろ
う
と
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
家
族
か
ら

の
応
援
も
得
て
、
和
寒
町
へ
移
住
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。」
と
阿
部
さ
ん
。

　

「
旭
川
か
ら
そ
れ
程
離
れ
て
い
な
い
と

は
い
え
、
知
り
合
い
も
い
ま
せ
ん
し
不
安

は
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
方
々
に
優
し

く
接
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
少
し
気
が

楽
に
な
り
、
気
負
わ
ず
に
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
最
初
は

体
力
的
に
大
変
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
室
内

で
の
仕
事
が
主
で
し
た
か
ら
当
然
で
す
が

新
鮮
な
疲
れ
方
？
と
い
っ
た
感
じ
で
、
今

で
も
重
労
働
は
馴
れ
ま
せ
ん
ね
（
笑
）。」

　

「
手
が
け
た
作
物
を
出
荷
ま
で
見
届
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
始
ま
り
か
ら
終
わ
り

ま
で
、
仕
事
の
全
て
の
判
断
を
自
分
で
考

え
実
行
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
会

社
員
時
代
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
組
織
の
歯
車
の
中
で
は
味
わ

え
な
い
達
成
感
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。」
と

阿
部
さ
ん
。
ど
の
よ
う
に
仕
事
を
覚
え
て

い
っ
た
の
か
を
お
尋
ね
す
る
と
、「
主
に

教
わ
る
の
は
義
父
で
す
が
、
地
域
の
先
輩

農
家
さ
ん
に
も
親
切
に
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
し
、
ま
た
、
冬
期
間
Ｊ
Ｒ
の
除
雪

の
仕
事
で
一
緒
に
な
る
農
家
の
方
達
と
の

会
話
に
も
、
参
考
に
な
る
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
お
世
辞
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
『
Ｊ
Ａ
っ
て
こ
ん
な
に
農
家
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
る
ん
だ
』
と
そ
れ
ま

で
は
何
を
す
る
企
業
か
も
知
ら
ず
に
生
き

て
き
た
の
で
驚
き
で
し
た
（
笑
）。」

　

将
来
的
に
は
ハ
ウ
ス
野
菜
等
に
も
取
り

組
み
た
い
そ
う
で
す
が
、
ま
ず
今
は
現
実

的
な
問
題
と
し
て
、
収
量
増
、
収
益
増
を

目
指
す
こ
と
を
目
標
に
模
索
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

「
南
瓜
部
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、

生
産
農
家
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
せ
っ
か

く
築
い
た
『
和
寒
南
瓜
』
の
ブ
ラ
ン
ド
を

守
り
、
発
展
さ
せ
ら
れ
る
力
と
な
れ
る
よ

う
励
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」　

●アイ・アム・ア・ファーマー

　阿部　優太さん

　（和寒町字北原）……………… ②

　消費税インボイス制度……… ④

●できごと……………………… ⑥

●地域のニュース……………… ⑦

士別 「ＪＡ北ひびき青年部士別支部が定期総会を開催」

　　 「ＪＡ北ひびき女性部士別支部が定期総会を開催」

和寒 「ＪＡ北ひびき青年部和寒支部が定期総会を実施」

剣淵 「剣淵町稲作振興会が定期総会を開催」

多寄 「ＪＡ北ひびき青年部多寄支部が定期総会を実施」

朝日 「朝日地区畑作振興会が定期総会を開催」

●ひびきあいの広場

おたより………………………… ⑩

俳句・短歌……………………… ⑪

ジャガイモシストセンチュウまん延防止の再確認！…… ⑪

●お知らせ　他

理事会報告……………………… ⑫

“給食のない日”の牛乳…… ⑬～⑭

●クロスワードパズル………… ⑮

　のんき家族

●手軽に美味しくひと工夫…… ⑯

『チキンときのこのクリーム煮パスタ添え』

阿
あ べ

部　優
ゆう た

太さん

和寒町字北原／ 35 才

旭川市出身。

國學院大學卒業後、不動産、携帯電

話会社勤務を経て平成 28 年に奥様

の実家・和寒町にて就農。

ＪＡ北ひびき青年部和寒支部所属。

南瓜部会理事。

収
穫
を
前
に

色
づ
い
て
い
く
作
物
に
は

喜
び
と
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
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A T T E N T I O Nで き ご と
２
月
、
１
市
２
町
の
行
政
と
、
上
川
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
士
別
支
所
、
Ｊ
Ａ

北
ひ
び
き
が
共
催
し
、就
農
し
て
概
ね
２
、

３
年
の
若
手
農
業
者
、農
業
法
人
労
働
者
、

新
規
就
農
希
望
者
等
を
対
象
と
し
た
冬
期

学
習
会
を
４
回
に
分
け
て
実
施
し
た
。

今
年
度
で
２
年
目
と
な
る
こ
の
学
習
会

は
、
主
に
座
学
や
現
地
研
修
の
実
施
に

よ
っ
て
管
内
の
農
業
研
修
者
や
新
規
就
農

者
、
女
性
農
業
者
が
持
続
的
に
農
業
を
行

う
上
で
必
要
と
な
る
基
礎
知
識
の
習
得

や
、
地
域
の
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

今
年
度
は
計
８
回
実
施
す
る
予
定
で
、

１
月
は
す
で
に
３
回
実
施
し
た
。

２
月
の
学
習
会
で
は
、
講
師
を
普
及
セ

ン
タ
ー
、
上
川
北
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
、
Ｊ
Ａ
の

職
員
が
担
い
、
８
日
に
開
催
さ
れ
た
学
習

会
で
は
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
使
用

方
法
や
メ
リ
ッ
ト
、
生
育
状
況
や
収
穫
時

期
の
目
安
に
つ
い
て
説
明
、
ま
た
、
経
済

セ
ン
タ
ー
の
工
場
内
に
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー

を
目
の
前
に
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
作
業
中

の
留
意
点
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

22
日
は
、
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
営
農
部
経
営

対
策
課
の
宮
本
職
員
が
、
営
農
計
画
書
の

基
礎
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
営
農
計
画
書

の
作
成
方
法
や
、
経
営
を
行
う
上
で
大
切

な
こ
と
、
就
農
後
、
主
に
ど
の
よ
う
な
費

用
が
掛
か
る
の
か
な
ど
、
研
修
生
が
自
ら

考
え
る
時
間
を
設
け
な
が
ら
進
め
ら
れ
て

い
た
。

他
に
も
２
月
の
学
習
会
で
は
、
秋
小
麦

や
春
小
麦
の
品
種
の
特
性
や
管
理
方
法
、

ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
役
割
や
農
業
共
済
制
度
な

ど
、
毎
回
違
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま

れ
て
お
り
、
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
受
講
生

た
ち
は
真
剣
な
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
た
。

な
お
、
３
月
に
も
１
回
の
学
習
会
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
営
農

計
画
の
作
成
に
つ
い
て
と
な
っ
て
い
る
。

▲説明をする宮本職員

▲学習会のようす（工場内） ▲学習会のようす（リモートセンシング）

▲学習会のようす

若
手
農
業
者
の
知
識
向
上
に
向
け
て

若
手
農
業
者
の
知
識
向
上
に
向
け
て

若
手
農
業
者
の
知
識
向
上
に
向
け
て

若
手
農
業
者
の
知
識
向
上
に
向
け
て

若
手
農
業
者
の
知
識
向
上
に
向
け
て

冬
期
学
習
会
の
実
施
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士
別

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
青
年
部
士
別
支
部
が
定
期
総
会
を
開
催

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
青
年
部
士
別
支
部
が
定
期
総
会
を
開
催
／／
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
女
性
部
士
別
支
部
が
定
期
総
会
を
開
催

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
女
性
部
士
別
支
部
が
定
期
総
会
を
開
催

新
役
員
で
支
部
活
動
を
盛
り
上
げ
る

よ
り
良
い
支
部
活
動
へ
向
け
て

２
月
21
日
、
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
青
年
部

士
別
支
部
（
高
貝
友
也
支
部
長

：

部
員

22
名
）
は
士
別
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

２
階
研
修
室
に
て
、
第
16
回
定
期
総
会

を
開
催
し
、
12
名
が
参
加
し
た
。

高
貝
支
部
長
は
「
近
年
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
定
期
総
会
を
開
催
で

き
た
な
か
っ
た
が
、
４
年
ぶ
り
に
開
催

で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。
皆
様

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
次
年
度
が
よ
り

良
い
青
年
部
活
動
に
な
れ
ば
。
」
と
挨

拶
を
し
た
。

議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
支
部
長
が

高
貝
友
也
さ
ん
か
ら
、
佐
伯
洋
平
さ
ん

へ
改
選
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

佐
伯
新
支
部
長
は
「
新
役
員
の
方
々

と
協
力
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
今

年
こ
そ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終

息
す
る
こ
と
を
願
い
、
い
ろ
い
ろ
な
支

部
活
動
を
行
っ
て
い
け
た
ら
。
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。

総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
行
わ
れ

新
役
員
と
部
員
の
方
々
と
の
交
流
を
深

め
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
は
、
新
役
員
が
次
の
通
り
決
定
さ
れ

た
。支

部
長　
　
　
　
　
　

佐
伯　

洋
平

副
支
部
長　
　
　
　
　

水
留　

大　

副
支
部
長　
　
　
　
　

前
川　

悠
一

理　

事　
　
　
　
　
　

石
森　

愁
斗

監　

事　
　
　
　
　
　

下
道　

達
也

監　

事　
　
　
　
　
　

高
貝　

友
也

２
月
21
日
、
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
女
性
部

士
別
支
部
（
中
山
弘
子
支
部
長

：

部
員

63
名
）
は
上
士
別
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
、
定
期
総
会
及
び
研
修
会
を

開
催
し
、
22
名
が
参
加
し
た
。

総
会
で
は
、
来
賓
に
笹
村
専
務
を
お

招
き
し
、
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
中
山
弘
子
さ
ん
が
再
任
さ
れ

た
。中

山
新
支
部
長
は
「
令
和
４
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り

ま
し
た
が
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
、
た

く
さ
ん
の
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
今
年

度
は
昨
年
度
以
上
に
楽
し
い
活
動
を
増

や
し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
話
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
は
、新
役
員
が
次
の
通
り
決
定
し
た
。

支
部
長　
　
　
　
　

中
山　

弘
子

副
支
部
長　
　
　
　

野
口　

美
由
紀

監　

事　
　
　
　
　

鈴
木　

マ
リ
子

総
会
終
了
後
に
は
研
修
会
が
行
わ

れ
、
士
別
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
徳

光
菜
奈
さ
ん
と
小
松
由
佳
理
さ
ん
を
講

師
と
し
て
招
い
た
。

研
修
会
は
「
肥
満
と
高
血
圧
」
と
題

し
行
わ
れ
、
食
生
活
の
見
直
し
、
生
活

習
慣
病
の
実
態
に
つ
い
て
な
ど
説
明
さ

れ
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
、
質
疑
な

ど
も
行
わ
れ
、
部
員
た
ち
は
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
。

▲研修会のようす ▲挨拶をする中山新支部長

▲挨拶をする佐伯新支部長▲集合写真
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２
月
16
日
、
J
A
北
ひ
び
き
青
年
部
和
寒
支

部
（
宮
崎
和
博
支
部
長

：

部
員
31
名
）
は
、
和

寒
基
幹
支
所
大
ホ
ー
ル
に
て
第
16
回
定
期
総
会

を
開
催
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
元

年
度
に
支
部
長
を
務
め
た
大
西
純
也
さ
ん
へ
、

２
年
間
職
務
を
全
う
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
宮

崎
支
部
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
大
西
さ
ん
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
青
年
部

活
動
に
つ
い
て
、
労
い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
宮
崎
支
部
長
か
ら
「
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
後
、
や
っ
と
部
員
皆
さ

ん
と
向
き
合
っ
て
総
会
を
開
催
で
き
る
こ
と
を

役
員
一
同
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
本
部
行
事
、
上

川
大
会
な
ど
徐
々
に
再
開
さ
れ
、
今
年
度
の
さ

ら
な
る
活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。
」
と
挨
拶
。

　

議
事
で
は
、
議
長
に
選
出
さ
れ
た
佐
々
木
健

太
さ
ん
が
ス
ム
ー
ズ
に
議
事
を
進
行
し
、
議
案

は
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。
役
員
改
選
で
は
、
支

部
長
に
三
上
益
由
さ
ん
が
選
出
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
令
和
４
年
度
を
も
っ
て
脱
退

さ
れ
る
佐
々
木
健
太
さ
ん
と
石
田
剛
さ
ん
に
青

年
部
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
そ
の
後
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
新
旧
役
員
と
の
意
見
交
換
や

部
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
た
。

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
青
年
部

和
寒
支
部
が
定
期
総
会
を
実
施

今
後
の
青
年
部
活
動

今
後
の
青
年
部
活
動

の
活
性
化
に
期
待

の
活
性
化
に
期
待

　

2
月
14
日
、
剣
淵
町
稲
作
振
興
会
（
新
見
輝

行
会
長

：

会
員
76
名
）
が
剣
淵
基
幹
支
所
3
階

大
ホ
ー
ル
に
て
第
34
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

定
期
総
会
に
は
会
員
13
名
が
出
席
し
、
議
長

に
は
窪
井
義
和
さ
ん
が
選
出
さ
れ
た
。

　

始
め
に
、
議
案
第
1
号
と
し
て
令
和
4
年
度

活
動
報
告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
事
務
局

か
ら
報
告
が
あ
り
、
監
査
報
告
後
、
議
案
第
1

号
は
承
認
さ
れ
た
。

　

議
案
第
2
号
で
は
、
令
和
５
年
度
活
動
方
針

並
び
に
収
支
予
算
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
会

員
は
安
全
良
質
な
米
の
安
定
供
給
を
目
標
に
掲

げ
活
動
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
合
い
議
案
第
2

号
は
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
次
期
会
長
に

後
藤
栄
一
氏
が
任
命
さ
れ
た
。
後
藤
新
会
長
は

「
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
行
動
制
限
が
緩

和
さ
れ
、
活
発
な
活
動
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
」
と
語
っ
た
。

　

総
会
後
に
は
上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

の
立
浪
氏
と
サ
ン
グ
リ
ン
太
陽
園
の
金
井
氏
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
講
習
会
が
行
わ
れ
た
。

次
年
度
活
動
に

次
年
度
活
動
に

向
け
て

向
け
て

剣
淵

剣
淵
町
稲
作
振
興
会
が

定
期
総
会
を
開
催

和
寒

▲講習会のようす ▲役員改選で任命された後藤新会長

▲挨拶をする三上新支部長（左）と

新役員

▲総会のようす
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２
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
青
年
部
多
寄
支

部
（
谷
寿
彰
支
部
長

：

部
員
16
名
）
は
多
寄
支

所
２
階
大
会
議
室
に
て
、
第
16
回
定
期
総
会
を

開
催
し
た
。

　

来
賓
に
、
笹
村
専
務
、
丹
地
区
筆
頭
理
事
、

増
谷
多
寄
支
所
長
を
お
招
き
し
、
来
賓
を
代
表

し
て
笹
村
専
務
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
谷
支
部
長
よ
り
「
青
年
部

は
部
員
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
現

状
に
あ
る
。
盟
友
同
士
の
繋
が
り
や
地
域
の
結

束
力
で
こ
の
問
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
そ
の
一

歩
と
し
て
、
様
々
な
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
」
と
挨
拶
。

　

議
事
で
は
、
議
長
に
選
任
さ
れ
た
米
谷
渉
吾

さ
ん
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
議
事
を
進
行
し
、
議
案

は
全
て
承
認
さ
れ
た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で
は
、
支
部
長
が
谷
寿
彰
さ
ん
か
ら
伊
藤

正
博
さ
ん
へ
、
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

伊
藤
新
支
部
長
は
「
部
員
減
少
の
問
題
に
対

し
、
こ
れ
か
ら
青
年
部
を
支
え
て
い
く
若
い
部

員
の
意
見
を
尊
重
し
、
新
し
い
多
寄
青
年
部
の

体
制
を
決
め
て
い
き
た
い
。
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
部
員
間

の
親
睦
を
深
め
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
、
Ｊ
Ａ
役

員
と
意
見
交
換
で
き
る
貴
重
な
場
と
し
て
、
盛

会
の
う
ち
終
了
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
青
年
部

多
寄
支
部
が
定
期
総
会
を
実
施

多
寄

　

２
月
20
日
、
朝
日
地
区
畑
作
振
興
会
（
下
間

山
一
会
長

：

会
員
47
名
）
は
、
朝
日
支
所
２
階

中
会
議
室
に
お
い
て
第
19
回
定
期
総
会
を
開
催

し
、
会
員
お
よ
び
関
係
者
合
わ
せ
て
17
名
が
出

席
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
書
面
議
決
が
続
い
て
い
た
た

め
対
面
で
の
開
催
は
４
年
ぶ
り
と
な
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
下
間
山
会
長
が
議
長
を
務
め
、

昨
年
の
朝
日
地
区
の
畑
作
物
の
作
況
を
交
え
な

が
ら
令
和
４
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決

算
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
収
支
予

算
、
規
約
の
訂
正
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

が
行
わ
れ
、
新
役
員
が
次
の
通
り
決
定
さ
れ
た
。

　

会　

長　
　
　
　
　
　

下
間
山　

一

　

副
会
長　
　
　
　
　
　

櫻
田　

克
明

　

理　

事　
　
　
　
　
　

上
野　

浩
二

　

理　

事　
　
　
　
　
　

岡
田　

直
弘

　

監　

事　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

誠

　

畑
作
振
興
会
で
は
今
年
度
、
朝
日
地
区
蔬
菜

協
議
会
と
合
同
で
、
帯
広
市
で
行
わ
れ
る
国
際

農
業
機
械
展
の
視
察
研
修
を
実
施
す
る
予
定
。

新
役
員
が
選
出

新
役
員
が
選
出

朝
日

朝
日
地
区
畑
作
振
興
会
が

定
期
総
会
を
開
催

活
発
な
意
見
で
担
い

活
発
な
意
見
で
担
い

手
の
将
来
を
展
望

手
の
将
来
を
展
望

▲会場のようす

▲参加者で記念撮影 ▲挨拶をする伊藤新支部長
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   までお送りください。

　

今
年
１
月
に
金
婚
式
を
迎
え
ま
し
た
。

人
生
い
ろ
い
ろ
50
年
。
早
い
も
の

で
す
ね
。�

（
Ｏ
・
70
代
男
性
）

●
金
婚
式
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
ご
夫
婦
で
50
年
過
ご
す
っ

て
素
敵
な
こ
と
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら

も
仲
良
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

短
い
冬
眠
か
ら
育
苗
の
為
の
ハ
ウ
ス

の
除
雪
が
始
ま
り
ま
す
。
安
全
第

一
で
仕
事
始
め
ま
す
。�

（
Ｔ
・
70
代
男
性
）

●
仕
事
始
め
は
、
ケ
ガ
に
つ
な
が
り

や
す
い
の
で
無
理
せ
ず
徐
々
に
慣
ら

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

焼
き
芋
に
は
ま
っ
て
ま
す
。
朝
ア
ル

ミ
に
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
包
ん
で
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
の
せ
フ
ラ

イ
パ
ン
を
蓋
に
し
て
お
く
と
お
や
つ
の
時

間
に
ち
ょ
う
ど
良
く
出
来
上
が
り
。
ジ
ャ

ガ
イ
モ
に
塩
辛
、
バ
タ
ー
を
乗
せ
て
。
太

る
な
ー
と
思
い
つ
つ
や
め
ら
れ
な
い
わ
。

（
Ｊ
・
70
代
女
性
）

●
私
も
最
近
サ
ツ
マ
イ
モ
に
は
ま
っ

て
い
ま
す
。
干
し
イ
モ
で
す
が
。
ト
ー

ス
タ
ー
で
焼
く
と
、
と
て
も
お
い
し
い

で
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
も
好
き
な
の
で
塩

辛
を
の
せ
て
食
べ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

寒
い
せ
い
か
、
通
い
ネ
コ
が
全
く
来

ま
せ
ん
。�

（
Ｆ
・
60
代
女
性
）

●
通
っ
て
い
た
猫
が
、
急
に
来
な
く

な
る
と
寂
し
い
で
す
ね
。
温
か
く
な
っ

た
ら
ま
た
来
ま
す
よ
う
に
。

２
月
も
10
日
に
な
り
、
寒
さ
と
雪
と

の
付
き
合
い
も
今
月
い
っ
ぱ
い
が

大
変
だ
。・
・
・
が
す
ぐ
春
が
来
る
。

（
Ｔ
・
80
代
女
性
）

●
最
近
は
し
ば
れ
ま
す
ね
。
寒
く
て

体
が
動
き
ま
せ
ん
。
学
生
の
頃
は
よ

く
外
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
は
、

中
で
ゆ
っ
く
り
し
て
る
方
が
い
い
で

す
ね
。
年
を
感
じ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
３
月
に
入
り
ま
し
た
。
段
々
と
暖
か
い

日
が
増
え
始
め
、
春
の
日
差
し
が
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
先
月
政
府
が
示
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
方
針
で
、
今
月
13
日
よ
り
マ
ス
ク
の
着

用
が
個
人
の
判
断
で
任
意
と
な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

感
染
拡
大
が
始
ま
っ
て
か
ら
４
年
を
迎
え
た
中
で
、

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
そ
う
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
感

染
が
収
束
し
て
い
る
状
況
で
は
な
く
、
任
意
と
は
い
え

「
脱
マ
ス
ク
」
と
な
る
に
は
慎
重
に
な
り
そ
う
だ
な
と

感
じ
て
お
り
ま
す
・
・
。

　

た
だ
、
少
し
ず
つ
普
段
の
日
常
に
戻
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
の
で
、
「
状
況
に
応
じ
た
対
応
」
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
生
活
に
な
る
よ
う
引
き
続
き
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
３
月
は
農
業
労
災
の
年
度
更

新
期
間
で
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

春
作
業
に
備
え
た
ご
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
、
今
年
一

年
が
事
故
や
怪
我
無
く
、
豊
穣
の
出
来
秋
と
な
り
ま
す

事
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

２
月
号
パ
ズ
ル

２
月
号
パ
ズ
ル

【
当
選
者
】

伊
藤
美
鈴
さ
ん
、
ジ
ャ
ン
ボ
・
ラ

ビ
ッ
ト
さ
ん
、
藤
原
ト
モ
子
さ
ん
、

郷
政
雄
さ
ん
、
沢
田
和
子
さ
ん
、

【
解
答
】「
ユ
キ
オ
ロ
シ
」
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の 広 場

ひ び き あ い
皆さんからのお便り、楽しい写真等を募集しています。

詳しくは15ページの「お便り募集」をご覧ください。

掲載させていただいた方にプレゼントを差し上げます。

※写真データをメールにて送る場合には、住所・氏名

   にコメントを添えて、

   kitahibiki.ja@kitahibiki.ja-hokkaido.gr.jp

   までお送りください。

　

ジャガイモシストセンチュウ
まん延防止の再確認！

　ジャガイモシストセンチュウが寄生された作物は生育不良などにより収量減

少をもたらし、営農に大きなダメージを与えてしまいます。対策としては土砂

を移動させないことを重点に置き、輪作体系の遵守、抵抗性品種の作付け、野

良生え芋の除去、機械・車両・資材等の洗浄を行うことがジャガイモシストセ

ンチュウまん延防止のポイントとなり、当ＪＡでも被害防止に努め対策を講じ

るところであります。心配な点や、不明な点がございましたらＪＡにご相談く

ださい。

ＪＡ北ひびき　営農部　農業振興課　Tel 23-2418

　　　青果部　青果課　　　Tel 22-4580

春
立
つ
と
　
言
う
は
名
ば
か
り
　
北
に
住
む

梅
　
基
　
文
　
子

薄う
す
ら
い氷

を
　
踏
み
荒
ら
し
行
く
　
登
校
児

大
　
河
　
博
　
子

薄
氷
　
朝
の
ボ
ウ
ル
に
　
美
し
く

岸
　
波
　
君
　
江

雪
ま
つ
り
　
三
年
ぶ
り
の
　
子
等
の
声

鈴
　
木
　
ゆ
き
子

立
春
や
　
里
の
景
色
の
　
茜
雲

高
　
瀬
　
久
美
子

母
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
白
和
え
の

や
さ
し
き
味
に
な
か
な
か
な
ら
ず

菊
　
地
　
美
智
子

人
生
を
昭
和
と
平
成
登
り
来
て

令
和
の
坂
を
今
下
る
か
な

吉
　
田
　
弘
　
夫

気
ぜ
わ
し
い
月
末
年
末
決
済
日
と

昔
の
習
わ
し
現い

 ま在
も
生
き
お
り

竹
ノ
内
　
ひ
か
る

短
歌
の
道
狭
く
て
遠
き
道み

ち
の
り程

に

助
詞
の
一
個
で
感
動
を
も
ら
い

山
　
中
　
千
代
子

方
針
は
猫
に
あ
や
か
り
マ
イ
ペ
ー
ス

聞
き
耳
を
た
て
て
品
よ
く
昼
寝

大
　
森
　
セ
ツ
子
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ＪＡ ＪＡ 北ひびきＤａｔａ

５
年
度
事
業
計
画（
案
）を
懇
談
事
項

と
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

議
案
第
７
号　

持
分
の
譲
渡
に
つ
い
て

　

出
資
金
の
譲
渡
に
関
す
る
案
件
に
つ

い
て
承
認
し
た
。

議
案
第
８
号　

退
職
者
に
か
か
る
特
別

加
給
退
職
金
の
支
給
に
つ
い
て

　

退
職
者
に
対
す
る
特
別
加
給
退
職
金

の
支
給
を
承
認
し
た
。

議
案
第
９
号　

離
農
協
議
に
か
か
る
貸

付
に
つ
い
て

　

離
農
協
議
に
対
す
る
貸
付
に
つ
い
て

承
認
し
た
。

▼
報
告
事
項
▲

１
．
令
和
５
年
度
監
事
監
査
方
針
お
よ

び
監
査
計
画
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
監
事
監
査
計
画
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

２
．
令
和
５
年
度
会
計
監
査
人
の
再
任

に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
の
会
計
監
査
人
と
し

て
、
み
の
り
監
査
法
人
の
再
任
を
監

事
会
に
お
い
て
決
定
し
た
こ
と
を
報

告
し
た
。

３
．
令
和
４
年
度　

決
算
棚
卸
お
よ
び

第
４
四
半
期（
決
算
）定
期
監
査
に
つ

い
て

　

決
算
棚
卸
実
査
を
令
和
５
年
１
月
31

日
基
準
で
実
施
す
る
こ
と
、
決
算
監

査
を
令
和
５
年
２
月
16
日（
木
）～
17

日（
金
）、
20
日（
月
）～
22
日（
水
）に

行
う
こ
と
を
報
告
し
た
。

４
．
役
員
報
酬
審
議
会
答
申
に
つ
い
て

　

１
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
役
員
報
酬

審
議
会
の
答
申
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

▼
協
議
事
項
▲

議
案
第
１
号　

令
和
５
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て

　

基
本
方
針
並
び
に
各
事
業
方
針
・
重

点
事
項
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

議
案
第
２
号　

令
和
５
年
度
内
部
監
査

計
画
に
つ
い
て

　

基
本
方
針
、
重
点
項
目
、
月
別
実
施

計
画
等
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

議
案
第
３
号　

令
和
５
年
度
経
営
定
期

点
検
実
施
計
画
に
つ
い
て

　

経
営
定
期
点
検
実
施
計
画
に
つ
い
て

承
認
し
た
。

議
案
第
４
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ

い
て

　

本
年
計
画
し
て
い
る
剣
淵
玄
米
バ
ラ

集
出
荷
調
整
施
設
用
自
主
検
査
装
置

更
新
・
施
設
制
御
盤
更
新
に
つ
い
て
、

特
殊
機
械
で
あ
る
た
め
随
意
契
約
で

取
得
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

議
案
第
５
号　

令
和
４
年
度
ホ
ク
レ
ン

生
乳
生
産
抑
制
支
援
策
に
つ
い
て

　

基
準
数
量
達
成
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
の
取

り
組
み
に
対
し
ホ
ク
レ
ン
が
支
援
策

を
実
施
し
、
委
託
予
定
生
産
数
量
２

９
，
１
６
４
ｔ
に
対
し
、
取
組
対
策

金
５
，
７
７
４
，
４
７
２
円
を
生
産

者
へ
支
出
す
る
こ
と
で
決
定
し
た
。

議
案
第
６
号　

地
区
別
懇
談
会
の
開
催

に
つ
い
て

　

３
月
７
日
に
各
基
幹
支
所
、
支
所
の

地
区
７
箇
所
に
お
い
て
、
主
に
令
和

第
12
回
理
事
会
議
案

日
時

　
令
和
５
年
１
月
27
日
㈮

５
．
令
和
４
年
度
畑
作
物
数
量
払
い
つ

な
ぎ
資
金
取
り
ま
と
め
実
績
に
つ
い

て

　

２
３
１
戸
か
ら
５
４
３
，
５
６
９
千

円
の
申
込
み
が
あ
っ
た
こ
と
を
報
告

し
た
。

６
．
令
和
４
年
産
共
計
大
豆
概
算
払
い

に
つ
い
て

　

大
豆
の
実
績
が
１
５
９
，
２
３
２
俵

と
な
り
、
１
月
26
日
付
で
正
規
概
算

払
金
額
８
５
９
，
０
４
３
，
６
４
０

円
を
支
払
い
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

７
．
そ
の
他

　

12
月
末
の
財
務
状
況
お
よ
び
組
合
員

動
向
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

２
月
28
日
付

　

購
買
部
農
業
機
械
課
調
査
役

　
　
　
　
　
　
　

吉
野　

隆
敏　

（
再
雇
用
制
度
利
用
）　

�

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

構成員／財務 １/３１現在 　（前年同月増減） （対比）

◆正組合員数 1,550人 △ 89人 △ 5.4%

◆准組合員数 3,920人 △ 97人 △ 2.4%

◆組合員戸数 1,046戸 △ 62戸 △ 5.6%

◆出資金 36億40百万円 64百万円 1.8%

◆貯金 630億43百万円 △1億24百万円 △ 0.2%

◆貸付金 94億85百万円 △2億71百万円 △ 2.8%

◆
長期共済

　保 有 高
1137億24百万円 △29億7百万円 △ 2.5%

◆購買供給高 65億65百万円 △31億56百万円 △32.5%

◆販売高 178億円 △1億6百万円 △ 0.6%

　（農産） 93億56百万円 7億72百万円 9.0%

　（畜産） 84億44百万円 △8億78百万円 △ 9.4%

12

お知らせ
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〒095-0021

士別市西１条８丁目701番地１
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ＦＡＸ：0165－（23）－5162
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印　刷／文義堂印刷・出版

二重マスの文字を

Ａ～Ｅの順に並べてできる

言葉は何でしょうか？

ヨコのカギ タテのカギ

１　暑さ寒さも――まで 

２　佐渡、淡路、隠岐といえば

 

３　多くの受験生が解くもの 

４　数学ではxやyで表すことが多い 

５　ツクシはこの植物の胞子茎です

 

９　飛行機が飛び立つこと 

11　薄く切ったもの。――チーズ 

12　山下公園や中華街があります 

13　卒業式で『――の光』を歌った 

15　イルカのヒット曲『――雪』 

18　衣服に付いている、洗濯表示

などが載っている部分

１　ひな人形に供える餅 

４　入試のときはケアレス――に

気を付けて 

６　ぐっと辛抱すること 

７　ウドの生産量が日本一の、北

関東にある県 

８　跳ね上げたひげが特徴的なス

ペインの画家 

10　石が細かく砕けたもの 

11　雪解けで川の――が増えた 

13　つくのはうそ、吹くのは 

14　中華がゆなどにのせる赤い実 

16　スタッドレスからノーマルに

替えようかな 

17　宿屋のこと。漢字では旅籠と

書きます 

19　出かけていて誰もいません 

20　ひな祭りのうしお汁によく使

われる貝

パ
ズ
ル
の
応
募
方
法
と

お
た
よ
り
募
集

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
答
え
て

応
募
し
て
下
さ
い
。
抽
選
で
５
名
の

方
に
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
の
ほ
っ
こ
り
大

豆
３
食
入
を
。
ま
た
、
お
た
よ
り
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
も

ほ
っ
こ
り
大
豆
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
パ

ズ
ル
当
選
と
お
た
よ
り
紹
介
で
重
複

さ
れ
た
方
は
ど
ち
ら
か
の
み
の
採
用

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

■
官
製
ハ
ガ
キ
に
、ク
イ
ズ
の
答
え
、 

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番 

号
、わ
が
家
の
出
来
事
を
記
入
の
上
、

ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
下
さ
い
。尚
、本

誌
へ
の
ご
意
見
や
、
わ
が
家
の
出
来

事
は
、ぜ
ひ
書
き
添
え
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
時
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
等

を
希
望
さ
れ
る
方
は
そ
の
旨
書
き
添

え
て
下
さ
い
。

■
締
め
切
り　

令
和
５
年
３
月
16
日

■
当
選
発
表　

本
誌
４
月
号

■
応
募
先

〒
０
９
５
‐
０
０
２
１

士
別
市
西
１
条
８
丁
目
７
０
１
番
地
１

　

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き

　

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
」係
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メ ュ
今
ニ ー
回の

手軽に美味しくひと工夫

チ
キ
ン
と
き
の
こ
の

ク
リ
ー
ム
煮
パ
ス
タ
添
え

●作り方
①チキンレッグの内側に骨に沿って切り込みを入れる。塩、胡椒で下味を付け小
麦粉を付ける。余分に付いた小麦粉ははらっておく。きのこ類は石づきを切り
落とし適当な大きさに切っておく。

②深手のフライパン（無ければ鍋でも可）にオリーブオイルを引き、チキンレッ
グを皮目からきつね色になるまで焼き目を付ける。焼き目が付いたら反対側も
焼く。（反対側を焼くとき、油跳ねに注意してください。）

③チキンレッグの両面に焼き目が付いたら一度取り出し、先ほどのフライパンに
きのこ類を入れ炒める。きのこ類がしんなりしてきたら取り出していたチキン
レッグを戻し、そこに白ワインを入れ煮立たせアルコールを飛ばす。

④チキンブイヨンと生クリームを入れ、一度沸かしたら弱火にして蓋をして 20 ～
30 分煮込む。

⑤煮込んだら塩、胡椒で味を調え、最後のバターを入れる。
⑥鍋にお湯を沸かし、塩を入れ（１ℓ に対して10ｇ）スパゲッティを袋の表示時
間通りに湯がく。

⑦皿に湯がいたパスタを盛り付け、チキンレッグをパスタの上に乗せ、ソースを
回しかけて完成。

ここがポイント

◉�今回はチキンレッグを使

用しましたが、鶏もも肉

や手羽元でも美味しく作

ることができます。生ク

リームを使用しているの

で濃厚な味に仕上がりま

す。スパゲッティともよ

く絡み美味しくいただけ

ますのでぜひ作ってみて

ください。柔らかく煮込

む場合は１時間ほど煮込

んでください。

齊藤　誠さん

内閣府認定
一般社団法人全日本司厨士協会
北海道地方本部名寄・士別支部
支部長

【ＪＡ北ひびきのホームページ】
　組合員の皆様に向けての情
報発信と消費者や地域住民、
市場関係者や実需者へ向けた、
ＪＡ事業情報発信を行ってい
ます！

【組合員専用ページ】
　ＪＡ北ひびきの「組合員専用
ホームページ」では、日々Ｊ
Ａから組合員の皆様へお知ら
せしているFAX文書などをリ
アルタイムで掲載しております。組合員専用
ページへのアクセスには、ユーザー名とパス
ワードが必要です。お近くのＪＡ職員にお問
合せ願います。士別警察署㈹２３－０１１０

問い合わせは士別警察署まで

士別警察署かわら版
◎　日々の雪かき　安全第一

○　適切な時期の氷雪下ろし
　　屋根からの氷雪落下による事故が発生しています。
　氷雪が屋根からせり出している軒下などは、危険ですので近づかないようにしましょう。
　道路に面している建物を管理している方は、適切な時期の氷雪下ろしと、氷雪が落下
する危険がある場所については、看板やロープ等により、歩行者に注意を促しましょう。
○　複数による安全を確保した氷雪下ろし
　　屋根の氷雪下ろし中に、はしごや屋根から転落する事故も発生しています。
　　作業するときは、補助者を置くなど複数で行うとともに、命綱や安全帯を装着するな
ど万全の措置を講じ、自身の安全を確保しましょう。
○　除雪機による作業中の安全確保
　　除雪機による除雪作業中に、衣類を巻き込まれたり、下敷きになるなどの事故も発生
しています。
　　除雪作業時は、作業に適した服装を着用し、エンジンを掛けたまま雪詰まりを取り除
くなどの作業は絶対にやめましょう。

◎　Ｇ７広島サミット等の成功に向けて
　Ｇ７広島サミットが５月 19 日から 21 日まで開催されます。北海道では、４月 15
日から16日までの２日間、Ｇ７札幌気候・エネルギー・環境大臣会合が開催されます。
　Ｇ７サミットは、世界の主要国が一堂に会する国際的なイベントであるため、警察では、
テロ等違法行為の未然防止を図ることを目的に、会場周辺や公共交通機関等における警戒
警備を強化します。不審な人や車、物等を発見した際には、警察への通報をお願いします。
　また、サミットの円滑な進行と安全安心な道民生活を確保するため、会場周辺道路の交
通規制が行われますので、皆様の御理解と御協力をお願いいたします。

【作り方】２人分

・チキンレッグ���������� ２本
・小麦粉（打ち粉用）　� ����� 適量
・しめじ����������� １パック
・えのき���������１パック（小）

・椎茸������������ １パック

・オリーブオイル������ 大さじ３杯
・白ワイン������������ 80ml
・チキンブイヨン���������300ml
　（お湯 200ml に対してブイヨン小さじ１杯またはキューブ１個）

・生クリーム����������� 50ml

・バター������������� 10ｇ
・塩��������������� 適量
・胡椒�������������� 適量
・スパゲッティ��������� 160ｇ
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